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学習参観、ありがとうございました！
２０日（土）の子ども達の学習の様子のご参観、誠にありがとうご

ざいました。子どもたちがそれぞれの教科の学習で、考えを深めたり、
活動したり、表現したりする姿ををご覧いただけたことと思います。
ありがとうございました。
次は、来月の第 1 週目に個人懇談を予定しています。懇談では、お

子様の学びのことに加え、学校での生活やご家庭の様子など、担任と
しっかりお話していただければと思います。よろしくお願い致します。

お 願 い

○スクールバスの中では静かに！
４月からスクールバスの運転手さんを派遣する会社が変わり、新しい

運転手さん方が子ども達の命を預かって運転しています。ただ、その運
転手さん方が、とても困っていらっしゃるということでした。それは、
子ども達の車内での過ごし方です。「大声で話す」「シートベルトをつけ
ない」「（急いでいるのでしょうが）停止していないうちから席を立ってドア近くまで来る」「運
転席の機器に触る」等です。運転手さんは運転に集中しにくく、また、急ブレーキをかけたとき
に、大きな怪我にもつながりかねない状況だということです。運転手の方々は、子どもたちとの
関係性がまだあまりできていない中、厳しい注意は言いにくいそうです。ただ、致し方なく注意
してもなかなか言うことを聞いてくれないそうです。
このことは命にかかわることであり、先週、全校の子ども達を集めて、私からも厳しく指導し、

各方面別のバス毎でも集まって、さらに職員でしっかり指導しています。それにより、現在は改
善されていますが、また、しばらくすると、同様のことが起こるかもしれません。学校からの指
導は繰り返ししていきますが、保護者の皆様方からも乗車前に車内のルールを守って“静かに過
ごす”ことのお声掛けをお願いいたします。

感じたことから

○アサガオの花が咲いたよ！
１８日（木）の朝、昇降口の前に立って、子ども達に朝の挨拶をしよ

うとしていたところ、１年生の子どもたちが 「〇〇さんと、□□さんの
アサガオのお花が咲いています！」と大喜びで教えてくれました。みん
なの中で、１番早い開花です。子ども達は、そのことを、担任の有冨先
生と、アシスタントの黒田先生に急いで伝えに行くと、先生方は教室か
ら飛んで出て来ました。出てきたのは先生方ばかりではありません。た
くさんの子ども達も一緒になって出てきたのです。そして、「わぁー、
本当だ！」「きれいだねぇ～」という言葉と同時に、その場に集まったみんなから大きな拍手が
起こりました！見ていた私もほのぼのとした気持ちになりました。

もともとアサガオの開花に喜びが生まれるということは、それだけ自分がアサガオに関わって
きていたからに他なりません。種を植え、水をやり、芽が出て蔓を伸ばす様子を見守り続け、そ
して、お花が咲くのを待ち望んでいたときの、“アサガオの開花”だったのです。だからこそ、
その喜びは大きなものだったのでしょう。しかし、今回のそれは自分の鉢のアサガオではなかっ
たのです。にもかかわらず、自分のことのようにみんなで大喜びをしていました。それは、お友
だちの鉢のアサガオも自分の鉢のものと同じように、その成長を見守っていたからに他なりませ
ん。現に１年生の子どもたちが、自分の鉢だけではなく、お友だちの鉢にも水をあげていたり、
お友だちの鉢の蔓の伸びを観察したりしている様子を目にしていました。まさしく、自分のこと
と同じようにお友だちの鉢も大事にしていたからこそ、この朝の学級が一つになった喜び合う姿
が見られたのでしょう。素晴らしい学級の姿ですね！

今回の喜び合う姿が、１年生のアサガオのことだけでなく、全校のみんなに共通のものになる
といいなぁと思いました。お友だちのがんばりを認めながら勉強したり、お友だちの気持ちを大
事にしながら生活したりしていくことで、お友だちの喜びを自分の喜びに感じることができる一
体感のある学校の仲間となることを望んでいます。


